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「
泉
州
」と
は
、大
和
川
以
南
の
大
阪
湾
岸
沿
い
に
連
な
る
、

堺
市
、高
石
市
、泉
大
津
市
、和
泉
市
、忠
岡
町
、岸
和
田
市
、貝
塚
市
※
、

熊
取
町
、泉
佐
野
市
、田
尻
町
、泉
南
市
、阪
南
市
、岬
町
と
い
う
9
市
4
町
の
総
称
。

8
世
紀
に
定
め
ら
れ
た
旧
国
名
の
和
泉
国
の
別
称
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た「
泉
州
人
」第
三
弾
は
、泉
州
北
部
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
お
届
け
し
ま
す
。

大
阪
湾
岸
の
こ
の
地
域
は
、古
墳
時
代
に
大
陸
か
ら
優
れ
た
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
、

「
万
葉
集
」に
読
ま
れ
た
高
師
浜
な
ど
も
あ
る
風
光
明
媚
な
地
に
、工
芸
、文
芸
な
ど
も
発
達
。

海
の
恵
み
も
存
分
に
楽
し
め
る
、歴
史
か
ら
文
化
、食
ま
で
多
様
な
魅
力
が
詰
ま
っ
た
地
域
で
す
。
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漁
港
へ
出
か
け
よ
う
！　
　

堺
出
島
漁
港
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泉
州
北
部
３
自
治
体　

国
･
大
阪
府
･
市
指
定

お
よ
び
国
登
録
文
化
財
一
覧

泉州北部の歴史
　旧石器時代にはすでに人が暮ら
しており、弥生時代になると「池
上曽根遺跡」に見られる、全国有
数の集落も誕生した。また、古代
から外国との海上交易が発達して
おり、百舌鳥古墳群に代表される
天皇陵墓が造られたのは、威容を
交易船に見せつけるためだったと
も考えられている。
　奈良時代になると「万葉集」の
歌枕に高師浜が登場し、江戸時代
には歌川広重が「六十余州名所図
会」に「高師のはま」を描いたほど、
良き地として全国に知られていた。
政治の分野では、南北朝から戦国
時代にかけての重要拠点と位置づ
けられ、外国との交易が堺で盛ん
になると、商人や武家が泉州北部
に集まるようになる。
　明治 30 年（1897）に、南海電
鉄南海本線が開通。それを契機に
開発が始まり、昭和 36 年（1961）
には泉北臨海工業地が形成された。

古
代
か
ら
の

優
れ
た

技
術
が
生
き
る

泉
州
の
地

今回取り上げるのは
「泉州北部」の3自治体です

お
茶

泉州には
こんな名物が

あります

※貝塚市の「塚」は略字を使用しています。

Vol.3
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奥
深
い！！
「
浜
」の
高
石
、

海
岸
線
に
白
砂
青
松
が
広
が
っ
て
い
た
高
師
浜
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
は

古
代
に
は
技
術
者
集
団
の
優
れ
た
技
術
が
集
ま
り
、
戦
国
期
に
は
武
士
も
注
目
。

数
々
の
歴
史
の
名
残
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
高
石
を
、
歩
い
て
み
よ
う
。

古
代
に
は
先
進
的
技
術
が

す
で
に
こ
の
地
に
あ
っ
た

　

高
石
市
の
沿
岸
部
に
は
、
古
代
に
朝
鮮

半
島
の
百
済
か
ら
渡
来
し
た
王わ

仁に

の
後
裔

に
あ
た
る
高こ

志し

氏し

が
居
住
し
て
い
た
と
い

う
。
学
者
だ
っ
た
王
仁
は
、
も
と
も
と
は

中
国
の
出
身
で
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。
江
戸

時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
和
泉
名
所
図
会
』

に
は
、
か
つ
て
高
石
神
社
で
王
仁
が
祀
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

王
仁
は
、
技
術
者
の
集
団
を
引
き
連
れ

て
い
た
ら
し
く
、
一
族
は
宮
中
の
建
築
に

従
事
す
る
工
人
と
し
て
内な

い

匠し
ょ
う

寮り
ょ
うに
属
し
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
近
代
に
い
た
る
ま
で

高
石
の
人
々
は
、
多
く
が
御
所
の
造
営
・

修
築
に
従
事
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

　

ま
た
、
奈
良
時
代
に
社
会
事
業
を
主
導

し
た
僧
の
行
基
も
高
志
氏
の
一
族
で
、
こ
の

地
域
の
出
身
と
さ
れ
る
。
行
基
の
生
誕
地

に
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
こ
の
地
が
古
く

か
ら
先
進
的
な
技
術
に
よ
っ
て
社
会
を
変

革
し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

高
石
神
社
の
周
辺
は
高
師
浜
と
呼
ば
れ

て
い
る
が
、こ
れ
は
か
つ
て
沿
岸
部
が
「
浜
」

だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
今
と
な
っ
て
は
ま
っ

た
く
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、

か
つ
て
の
海
岸
に
は
白
砂
青
松
が
広
が
っ

て
い
た
。
高
石
神
社
に
今
も
残
る
松
林
は
、

海
岸
線
の
名
残
と
み
ら
れ
る
。

　

奈
良
時
代
末
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と

さ
れ
る
『
万
葉
集
』
に
も
、
高
師
浜
を
詠

ん
だ
和
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後

も
、
高
師
浜
を
詠
ん
だ
和
歌
は
多
く
、
歌

枕
と
も
な
っ
て
い
る
。
歌
枕
と
は
、
和
歌

に
詠
み
込
ま
れ
る
名
所
や
旧
跡
な
ど
の
こ

と
を
指
す
。
南
北
朝
時
代
に
は
、
高
石
神

社
の
北
東
に
大
雄
寺
が
創
建
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
寺
が
浜
寺
と
呼
ば
れ
る
に
と
も
な
い
、

一
帯
の
地
名
も
「
浜
寺
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
に
歌
川
広
重
が
日
本
全
国
の

名
所
を
描
い
た
「
六
十
余
州
名
所
図
会
」

を
制
作
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
高
石

市
を
含
む
和
泉
国
の
名
所
は
、「
高
師
の
は

ま
」
で
あ
っ
た
。「
高
師
の
は
ま
」
で
は
、

白
砂
青
松
の
沖
合
に
船
が
浮
か
ぶ
雄
大
な

風
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

近
世
以
降
発
達
し
た
ま
ち
に

か
つ
て
の
名
残
を
探
そ
う

 

「
浜
」
の
風
景
が
一
変
し
た
の
は
、
近
代
に

な
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
南
海
電

鉄
南
海
本
線
が
明
治
30
年
（
1
8
9
7
）

に
開
通
す
る
と
、
日
露
戦
争
を
契
機
と
し

て
、
ロ
シ
ア
兵
の
捕
虜
を
収
容
す
る
「
浜

寺
俘ふ

虜り
ょ

収
容
所
」
が
設
け
ら
れ
た
。
日
露

戦
争
で
は
、
約
7
万
2
0
0
0
人
の
ロ
シ

ア
兵
が
俘
虜
（
捕
虜
）
と
し
て
日
本
全
国

29
か
所
の
収
容
所
に
送
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
浜
寺
に
は
約
2
万
8
0
0
0
人
が

収
容
さ
れ
て
お
り
、
全
体
の
38
％
に
お
よ

ぶ
。
収
容
所
の
遺
構
は
残
ら
な
い
が
、
浜

寺
公
園
内
の
大
阪
国
際
ユ
ー
ス
ホ
テ
ル
・

大
阪
府
羽
衣
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
前
に「
日

露
友
好
之
像
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
の
ち
、
南
海
電
気
鉄
道
の
支
線
と

し
て
大
正
8
年
（
1
9
1
9
）
に
羽
衣
駅

か
ら
高
師
浜
駅
ま
で
が
開
通
す
る
と
、
収

容
所
の
跡
地
に
は
公
共
施
設
や
学
校
が
建

て
ら
れ
た
ほ
か
、
高
級
住
宅
地
と
し
て
再

開
発
さ
れ
る
。
海
岸
は
、「
東
洋
一
の
海
水

浴
場
」
と
し
て
も
人
気
を
博
し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
36
年
（
1
9
6
1
）
か

ら
高
師
浜
の
沖
に
泉
北
臨
海
工
業
地
が
造

成
さ
れ
る
と
、
白
砂
青
松
は
ほ
と
ん
ど
消

滅
し
て
し
ま
う
。「
浜
」
の
面
影
は
、
高
石

漁
港
の
北
側
に
わ
ず
か
50
m
ほ
ど
の
砂
浜

と
し
て
残
る
。
か
つ
て
の
歌
人
も
詠
ん
だ

風
景
を
目
に
し
、
高
石
の
歴
史
に
思
い
を

は
せ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

歴
史
散
歩

浜
だ
っ
た
が
ゆ
え
に
技
術
が
集
ま
り

や
が
て
界
隈
随
一の
水
辺
に つぼ市製茶本舗

六十余州名所図会 和泉 高師のはま
歌川広重作（国立国会図書館蔵）。江戸時代に
は全国に知られるほど美しい白砂青松が広
がっていた高師浜。当時は多くの人を、美しい
景色が迎えていた。

高石神社は、白雉元年（650）より鎮
座する古社。もともと、数々の和歌に
詠まれてきた高師浜の松林の中に境内
があり、西側には昔の松も残る。

嘉永 3 年（1850）、初代の谷本市兵衛が、茶聖 ･ 千利休
の故郷・堺に創業。現在、本社や工場、直売所が高石市
にあり、充填・詰めたての新鮮なお茶を購入できる。

「行基誕生の地」と伝
わる高師浜一丁目付近。
行基の社会事業に従事
した工人の子孫の集落
とも言われている。

170年超
続く

170年超
続く

老舗茶
本舗

老舗茶
本舗

高師浜駅

浜寺水路

高石駅

伽羅駅

南海
本線

高石神社
つぼ市製茶本舗

大雄寺跡

行基生誕の地碑

綾井城跡
綾井の清水

南
海
高
師
浜
線

南海高師浜駅は、高級
住宅地として開発され
た周辺の街並みに合わ
せ、ステンドグラスを
配した西洋風の駅舎に。

南
北
朝
の
政
治
的
重
要
ス
ポ
ッ
ト

【旧高師浜歴史スポットMAP】
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浜
寺
の
由
来
、
そ
し
て
意
味
。

南
朝
の
重
要
拠
点
と
し
て

　

堺
市
の
西
区
か
ら
高
石
市
に
か
け
て
の

大
阪
湾
沿
岸
に
は
、
浜
寺
公
園
と
い
う
広

大
な
大
阪
府
営
公
園
が
広
が
っ
て
い
る
。

園
内
は
豊
か
な
松
林
が
広
が
り
、
か
つ
て

白
砂
青
松
の
海
水
浴
場
と
し
て
人
々
に
愛

さ
れ
た
。
公
園
の
名
称
に
も
使
わ
れ
て
い

る
「
浜
寺
」
の
地
名
は
、「
浜
の
寺
」
と
呼

ば
れ
る
大だ

い

雄ゆ
う

寺じ

と
い
う
寺
院
が
公
園
の
南
、

南
海
電
鉄
高
師
浜
線
伽
羅
橋
駅
の
あ
た
り

に
存
在
し
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
。

　

な
ぜ
浜
の
寺
か
？
そ
の
由
来
は
南
北
朝

の
戦
乱
時
代
に
遡
る
。
後
醍
醐
天
皇
に
ゆ

か
り
の
深
い
南
朝
方
の
拠
点
・
吉
野
山
の

日ひ

雄ゆ
う

寺じ

が
「
山
の
寺
」「
吉
野
の
山
寺
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
後
醍
醐
天
皇

の
子
・
後
村
上
天
皇
が
、
父
が
厚
く
信
頼

し
た
三
光
国
師
（
孤こ

峯ほ
う

覚か
く

明み
ょ
う）
に
創
建
さ

せ
た
と
い
う
。
大
雄
寺
は
や
が
て
壮
大
な

伽
藍
を
営
み
、
一
大
要
塞
と
な
っ
た
。
そ
し

て
浜
に
あ
る
寺
と
い
う
こ
と
で
「
浜
の
寺
」

「
高
師
の
浜
寺
」と
呼
ば
れ
、や
が
て「
浜
寺
」

の
地
名
が
定
着
し
た
の
だ
。

　

で
は
な
ぜ
浜
寺
が
南
朝
方
の
重
要
な
拠

点
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

ひ
と
つ
は
、
こ

こ
が
吉
野
を
本
拠
と
し
て
京
の
奪
還
を
狙

う
南
朝
に
と
っ
て
の
最
前
線
だ
っ
た
こ
と
。

も
う
ひ
と
つ
が
、
海
際
だ
っ
た
こ
と
だ
。

　
〝
浜
が
海
に
面
し
て
い
る
の
は
当
た
り
前

だ
〟
と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
浜
寺
一
帯

に
は
葦
田
浦・高た

か

磯し

浦
（
ち
な
み
に
「
高
石
」

も
か
つ
て
は
「
た
か
し
」
と
読
み
、
高
磯
・

高
師
と
同
じ
意
味
を
持
つ
）
が
構
成
す
る

「
大
鳥
郷
浦
」
が
広
が
り
、
小
型
漁
船
が
頻

繁
に
出
入
り
す
る
優
良
な
「
海
の
玄
関
」

だ
っ
た
。
大
型
の
和
船
登
場
は
遣
明
船
の

開
始
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

の
こ
と
、
当
時
と
し
て
は
小
型
船
こ
そ
が

海
の
主
役
だ
っ
た
。

　

そ
の
玄
関
口
を
押
さ
え
る
浜
寺
こ
そ
、

農家の副業として 
盛んになっていく

　江戸時代、堺で家具づくりや塗
物づくりが盛んになった頃、高石
市の千代田一帯で、漆工芸の技法
である螺

ら

鈿
で ん

に端を発すると考えら
れる貝細工が興った。高石の貝細
工は薄の貝摺りと呼ばれるもので、
明治時代後期に始まったと考えら
れている。当時はおもに農家の副
業として貝細工が行われていたが、
そこに着目したのは、高石南村の
村田正五郎という人物だった。村
田氏は明治 29 年（1896）、佐伯兼
松という人物を高石に招いて、小
さな工場を始める。それ以後、国
内では漆器や装飾品の材料として
工芸を中心に、海外の家具向けに
輸出もされるなど、幅広く需要が
拡大していくこととなった。大正時
代には旧高石町の農家のうち 150
戸ほどが貝殻の加工に携わってお
り、1900年代初頭には、14〜15 軒
の工房・工場が稼働していた。

300 年近く続いたが 
時代と共に消えた

　高石の貝細工に使われる原材料
の貝は鮑貝、サザエ、黒蝶貝、白
蝶貝、夜光貝、メキシコ貝が多かっ
たようだ。昭和 30 年代頃に最盛
期を迎えたが、徐々に需要が減少
し、工場も少しずつなくなっていく。
貝細工企業の最後の 1 社は、現在
和泉市で営業している。

南
北
朝
期
の
政
治
拠
点
だ
っ
た

戦
国
時
代
の
水
軍
拠
点
だ
っ
た

と

大雄寺跡 南北朝時代に南朝方の三光国師が建て、南朝の拠点であったと伝わ
る大雄寺。府道 219 号信太高石線沿いに石碑が建てられている。

綾井城跡（專稱寺）
高石市にかつてあった綾
井城の城跡には現在、專
稱寺が立つ。お寺の名前
が刻まれている珍しい御
城印がある。

この地に綾井城があった
ことを示す碑。寺の外周
には濠の一部があり、城
の面影を残している

吉
野
か
ら
海
上
ル
ー
ト
で
四
国
の
伊
予
や

九
州
の
太
宰
府
な
ど
南
朝
方
の
重
要
拠
点

と
連
携
す
る
た
め
の
政
治
と
軍
事
・
経
済

の
生
命
線
。
の
ち
に
大
雄
寺
は
同
じ
臨
済

宗
の
京
・
南
禅
寺
に
も
比ひ

肩け
ん

す
る
ほ
ど
の

学
問
の
メ
ッ
カ
に
も
な
る
が
、
浜
寺
が
い

か
に
栄
え
、
情
報
と
物
資
の
集
散
地
と
し

て
機
能
し
て
い
た
か
の
証
明
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
高
石
に
は
こ
う
い
う
古
歌
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

 

「
お
ほ
と
も
の 

高
師
の
浜
の 

松
が
根
を　

枕ま

き
寝
れ
ど 

家
し
偲し

の

は
ゆ
」

�

（『
万
葉
集
』）

　

奈
良
時
代
末
期
に
成
立
し
た
歌
集
に
載

る
歌
だ
が
、「
お
ほ
と
も
」
は
「
大
伴
」
で

あ
り
、
高
石
は
大
和
朝
廷
の
軍
事
を
担
当

し
て
い
た
大
伴
氏
の
領
地
だ
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。
浜
寺
は
当
時
か
ら
軍
事
の
要
衝

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

南
北
朝
の
制
海
権
争
い
が

生
ん
だ
綾
井
城
の
沼
間
水
軍

　

他
に
も
傍
証
が
あ
る
。
大
雄
寺
跡
か
ら

さ
ら
に
南
へ
1
キ
ロ
ほ
ど
進
ん
で
行
く
と
、

城
蹟
山
專せ

ん

稱し
ょ
う

寺じ

と
い
う
浄
土
宗
の
別
格
寺

院
に
行
き
当
た
る
。
そ
の
山
号
か
ら
も
一

目
瞭
然
な
よ
う
に
、
城
の
跡
で
あ
る
。
山

門
前
（
東
面
）
か
ら
北
面
に
か
け
て
は
水

堀
跡
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
境
内

の
西
部
分
に
土
塁
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て

お
り
、
往
時
は
綾
井
城
と
呼
ば
れ
た
。
南

北
朝
時
代
に
は
北
朝
方
の
和
泉
の
土
豪
・

田た

代し
ろ

顕あ
き

綱つ
な

が
こ
の
綾
井
城
を
守
っ
て
和
泉

守
護
（
北
町
方
）
に
「
城
を
（
し
っ
か
り
）

警
護
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
兵

の
招
集
や
出
陣
が
可
能
で
す
」
と
い
う
意

味
の
報
告
を
し
た
が
、
こ
れ
は
綾
井
城
が

南
朝
方
の
大
雄
寺
（
浜
寺
）
に
対
抗
す
る

拠
点
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に

南
に
は
北
朝
方
の
岸
和
田
古
城
が
あ
り
、

和
田
氏
が
守
護
代
の
松
浦
氏
と
と
も
に

守
っ
て
い
た
。
松
浦
氏
は
九
州
平
戸
の
松

浦
氏
の
一
族
と
考
え
ら
れ
、
北
朝
方
は
北

朝
方
で
九
州
と
の
連
絡
を
確
保
す
る
動
き

を
進
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
の
後
、
和
田
氏
の
重
臣
で
あ
る
沼ぬ

間ま

氏
（
沼
氏
）
が
綾
井
城
に
入
る
の
だ
が
、

海
上
に
お
い
て
も
浜
寺
と
綾
井
の
制
海
権

争
い
が
続
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
北
朝
方
拠
点
だ
っ
た
綾
井
城
は
、

時
の
流
れ
と
と
も
に
目
的
を
失
っ
た
。
戦

国
時
代
に
な
る
と
沼
間
氏
は
上
洛
し
た
織

田
信
長
に
従
い
、
沼ぬ

間ま

清き
よ

成な
り

（
任に

ん

世せ
い

入
道
）

が
「
和
泉
北
半
国
の
触
頭
（
リ
ー
ダ
ー
）」

と
し
て
松
浦
氏
と
同
列
に
な
る
ま
で
格
を

向
上
さ
せ
た
。
天
正
4
年
（
１
５
７
６
）

７
月
、
毛
利
軍
が
大
坂
へ
向
か
う
と
、
住

吉
浜
に
駐
屯
し
て
い
た
沼
間
勢
が
動
員
さ

れ
織
田
水
軍
の
一
角
と
し
て
大
坂
湾
の
木

津
川
口
で
戦
い
、
大
敗
を
喫
す
る
。
沼
間

義
清
（
清
成
の
子
）・
同
伊
賀
・
同
伝
内
も

討
ち
死
に
。
だ
が
、
清
成
は
そ
の
後
も
織

田
水
軍
と
し
て
活
動
を
続
け
た
。
あ
る
意

味
敵
の
浜
寺
が
沼
間
水
軍
を
生
み
育
て
た

と
言
え
よ
う
。
現
在
浜
寺
は
公
園
西
側
の

埋
め
立
て
地
と
の
間
の
水
路
が
大
学
ボ
ー

ト
部
な
ど
の
練
習
場
と
な
っ
て
お
り
、
往

年
の
船
の
行
き
来
の
あ
り
さ
ま
を
偲
ば
せ

て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

綾井城主を遠祖とする井上家。国
の登録有形文化財に指定されてい
る邸宅の一角には、「綾井の清水」
がある。綾織のように美しい水が
湧くこの清水から、一帯が「綾井」
という名になったと伝わる。

芦田川に架けられる紀州街道の石橋。
昭和 63 年（1988）に芦田川の改修工
事に伴い、高砂公園に移設にされた。

光の当たり方で輝きが変化するのも貝
細工の美しさの特徴。工芸のほか、ア
クセサリーなどでも使われている。

大
雄
寺
綾
井
城

明治時代からの
主産業だった

貝細工

輝き
に

輝き
に

見と
れる

見と
れる

高
石
の
ま
ち
は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
、
政
治
的
・
軍
事
的
に
も
要
衝
だ
っ
た
。

往
時
の
名
残
を
訪
ね
て
、
地
域
の
成
り
立
ち
に
想
い
を
馳
せ
て
み
よ
う
。



千枝の楠
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奥
深
い

平
安
時
代
に
活
躍
し
た
陰
陽
師
･
安
倍
晴
明
の
伝
承
が
残
る
信
太
森
、

そ
し
て
万
葉
の
歌
人
に
愛
さ
れ
た
現
在
の
南
海
電
鉄
高
師
浜
線
界
隈
。

堺
市
や
和
泉
市
あ
た
り
は
、
中
世
文
芸
の
集
積
地
で
も
あ
っ
た
。

偉
人
た
ち
が
想
い
を
馳
せ
た
景
色
を
見
つ
め
る

“
優
れ
た
”文
芸
も
誕
生
！

信
し の

太
だ の

森
も り

葛
くずの

葉
は

稲
い な

荷
り

神
じ ん

社
じ ゃ

陰陽師・安倍晴明が信太の森の白狐
を母として生まれたという「葛葉伝
説」の舞台としても知られている。

千枝の楠
樹齢 2000年以上。清
少納言が「森は信太森」
と『枕草子』に記し、和
歌の題になってきたご
神木は、和泉市指定天
然記念物。

子安石
子宝、安産を願う子安
石。安倍晴明が遙拝し
たとの伝承があり、安
倍晴明遥拝の石とも呼
ばれている。

梟の燈籠
信太森葛葉稲荷神社には、
千利休作と伝わる灯籠が
ある。よく見ると、燈籠
の上にちょこんとフクロ
ウが乗っていてかわいい。

陰
陽
師
･
安
倍
晴
明
伝
説
が
優
れ
た
文
芸
に
色
を
添
え
た

「葛の葉伝説」の 
場面を彩った鏡池へ

陰陽師・安倍晴明の誕生譚ともされる「葛
の葉伝説」の内容と歴史的・文化的な広
がりを、イラストや民俗資料を通して分か
りやすく紹介している和泉市の施設。信
太の森の鏡池史跡公園内にあり、ほかに
も子別れのシーンをモチーフにしたモニュ
メントも設置されている。

も
う
ひ
と
つ
の

「
葛
の
葉
伝
説
」の
地

和
泉
の
伝
承
と
歌
に
息
づ
く

安
倍
晴
明
の
ロ
マ
ン

　

和
泉
市
の
信
太
森
神
社
は
平
安
時
代
の

陰
陽
師
・
安
倍
晴
明
の
母
の
生
地
。
母
は

葛
の
葉
と
呼
ば
れ
る
白
狐
で
、
神
社
所
在

地
の
葛
の
葉
町
は
そ
の
名
に
ち
な
む
。
境
内

に
葛
の
葉
が
姿
を
隠
し
た
と
伝
わ
る
樹
齢

２
０
０
０
年
の
「
千
枝
の
楠
」、
葛
の
葉
が

姿
を
水
に
映
し
た
「
姿
見
の
井
戸
」
も
残
る
。

神
社
の
通
称
は
葛
葉
稲
荷
。
父
の
安あ

倍べ
の

保や
す

名な

は
、
信
太
森
神
社
に
祈
願
を
し
て
い
た

葛の葉伝説をモチー
フにした歌舞伎の場
面を描いた浮世絵や、
江戸時代に刊行され
た「泉州信太白虎伝」
などの資料を展示。

信太の森 ふるさと館
［住所］和泉市王子町 914-1
［電話］0725-45-0605　営業：10 時 ～ 17 時
［休日］月曜日（祝日の場合翌日）
［料金］入館無料

時
、
狩
人
に
追
わ
れ
て
い
た
葛
の
葉
狐
を
助

け
、
後
に
晴
明
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

　

実
在
の
人
物
で
あ
り
な
が
ら
安
倍
晴
明

の
生
涯
は
、
そ
の
後
も
多
く
の
伝
承
に
彩
ら

れ
て
い
る
。
平
安
時
代
後
期
の『
今
昔
物
語
』

で
は
式
神
を
自
在
に
操
り
、
不
可
思
議
な

力
を
発
揮
す
る
異
能
者
と
し
て
登
場
。
江

戸
時
代
の
享
保
19
年
（
１
７
３
４
）
に
は
、

安
倍
晴
明
誕
生
の
物
語
を
脚
色
し
た
浄
瑠

璃
「
芦あ

し

屋や

道ど
う

満ま
ん

大お
お

内う
ち

鑑か
が
み

」
が
大
坂
の
竹
本

座
で
初
演
さ
れ
、
人
気
を
博
し
た
。
後
に

歌
舞
伎
で
も
大
当
た
り
し
、
晴
明
の
名
は

稀
代
の
陰
陽
師
と
し
て
世
に
広
ま
っ
た
。

　

和
銅
元
年
（
７
０
８
）
創
建
、
泉
州
屈

指
の
古
社
･
信
太
森
神
社
は
今
、
京
都
の

晴
明
神
社
･
大
阪
の
安
倍
晴
明
神
社
と
と

も
に
安
倍
晴
明
フ
ァ
ン
の
聖
地
で
も
あ
る
。

信
太
の
森
、
葛
の
葉
を
題
材
に
し
た
文
芸

も
多
い
。
清
少
納
言
『
枕
草
子
』
に
記
さ

れ
た
と
お
り
、
古
く
か
ら
森
と
い
え
ば
信

太
の
森
で
あ
る
。
神
社
の
境
内
に
和
泉
式

部
の
歌
碑
「
秋
風
は
す
こ
し
吹
く
と
も
葛

の
葉
の
う
ら
み
が
ほ
に
は
み
へ
じ
と
ぞ
お

も
う
」、
芭
蕉
の
句
碑
「
葛
の
葉
の
表
見
せ

け
り
け
さ
の
霜
」
が
建
つ
。
和
泉
式
部
と

芭
蕉
の
作
は
ど
ち
ら
も
、
葛
の
葉
狐
の
歌

「
恋
し
く
は
た
づ
ね
き
て
み
よ
和
泉
な
る
信

太
の
森
の
う
ら
み
く
ず
の
葉
」
を
踏
ま
え

て
詠
ん
だ
も
の
。
こ
の
歌
も
境
内
の
御
影

石
に
刻
ま
れ
、
狐
の
碑
と
呼
ば
れ
て
、
我

が
子
の
晴
明
と
生
き
別
れ
た
母
狐
の
哀
し

み
を
伝
え
て
い
る
。
安
倍
晴
明
に
ち
な
む

子
安
石
、
遙
拝
の
石
と
あ
わ
せ
て
、
物
語

の
世
界
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
み
た
い
。

歌
枕
の
地
・
高
師
浜

高
石
と
堺
の
今
昔
物
語

　

高
石
市
の
名
は
、
数
々
の
歌
に
詠
ま
れ

た
高
師
浜
に
由
来
す
る
。
例
え
ば
万
葉
集

の
「
大
伴
の
高
師
の
浜
の
松
が
根
を
枕
き

寝
れ
ど
家
し
偲
は
ゆ
」（
P
7
）
は
、
飛
鳥

時
代
、
持
統
天
皇
の
難
波
宮
行
幸
に
つ
き

従
っ
た
置お

き

始そ
め
の

東あ
ず
ま

人び
と

が
、
家
に
残
し
て
き
た
妻

を
思
う
歌
。
浜
辺
の
風
景
は
昔
か
ら
男
女

の
心
の
機
微
が
詠
み
こ
ま
れ
て
き
た
。
高
師

浜
は
『
百
人
一
首
』
で
も
知
ら
れ
、「
音
に

聞
く 

た
か
し
の
浜
の 

あ
だ
波
は 

か
け
じ

や
袖
の 

濡
れ
も
こ
そ
す
れ
」（
あ
な
た
の
言

葉
は
噂
に
聞
く
高
師
の
浜
の
あ
だ
波
の
よ

う
で
す
。
私
は
か
か
り
ま
せ
ん
よ
。
涙
で
袖

を
濡
ら
す
の
は
ご
め
ん
で
す
）。
男
か
ら
の

誘
い
を
さ
ら
り
と
波
に
返
し
た
歌
の
作
者

は
、
平
安
後
期
に
活
躍
し
た
歌
人
で
女
房

三
十
六
歌
仙
の
一
人
、
祐ゆ

う

子し

内な
い

親し
ん

王の
う

家け
の

紀き

伊い

。

　

後
世
、
大
久
保
利
通
が
こ
の
歌
を
も
と

に
、
伐
採
さ
れ
よ
う
と
し
た
松
を
惜
し
ん

で
一
首
詠
ん
だ
。「
音
に
き
く 

高
師
の
浜
の 

は
ま
松
も 

世
の
あ
だ
波
は 

の
が
れ
ざ
れ
け

り
」。
こ
の
歌
は
、
堺
市
の
浜
寺
公
園
に
建

つ
惜せ

き

松し
ょ
う

碑ひ

に
刻
ま
れ
た
。
浜
寺
公
園
は
明

治
6
年
（
１
８
７
３
）
開
設
の
日
本
最
古

の
公
園
の
ひ
と
つ
で
、
高
石
市
の
高
師
浜

と
隣
接
。
歌
に
詠
ま
れ
た
松
林
は
伐
採
を

ま
ぬ
が
れ
、
約
５
０
０
０
本
の
黒
松
は
健

在
。
昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）、「
日
本
の

名
松
１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
た
。

　

南
海
電
鉄
の
高
師
浜
駅
か
ら
ほ
ど
近
い

高
石
神
社
に
も
先
述
の
祐
子
内
親
王
家
紀

伊
の
歌
の
石
碑
が
建
つ
。
境
内
に
は
齢
を

重
ね
た
松
の
古
木
も
あ
り
、
神
社
を
訪
れ

た
三さ

ん

条じ
ょ
う

西に
し

実さ
ね

隆た
か

が
、
袖
の
上
に
吹
く
松
風

に
あ
だ
浪
た
て
る
高
師
の
浜
の
名
を
思
い

起
こ
し
、
次
の
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
。

 

「
袖
の
上
に
松
風
吹
く
風
や
あ
だ
浪
の
高

師
の
浜
の
名
を
も
立
つ
ら
ん
」

　

高
師
浜
線
は
南
海
本
線
・
羽
衣
駅
か
ら

の
支
線
で
、
伽き

ゃ

羅ら

橋ば
し

駅
・
高
師
浜
駅
の
2

駅
の
み
の
ミ
ニ
路
線
。
大
正
時
代
開
業
の

レ
ト
ロ
な
佇
ま
い
を
残
す
高
師
浜
駅
は
令

和
3
年
か
ら
高
架
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た

が
、
令
和
6
年
４
月
6
日
か
ら
全
線
高
架

化
さ
れ
た
高
師
浜
線
が
営
業
を
再
開
す
る
。

歌
枕
の
地
の
高
師
浜
は
鉄
道
の
路
線
名
、

駅
名
に
も
な
っ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

祐
子
内
親
王
家
紀
伊
の
歌
は
高
師
浜
に

隣
接
の
高
石
漁
港
の
護
岸
プ
レ
ー
ト
に
も

刻
ま
れ
た
。
歌
の
中
の
「
あ
だ
波
」
に
ち

な
ん
だ
新し

ん

仇あ
だ

浪な
み

橋ば
し

も
近
く
に
架
け
ら
れ
た
。

高
師
浜
で
は
、
現
代
の
駅
や
港
に
王
朝
文

化
の
香
り
が
さ
り
げ
な
く
息
づ
い
て
い
る
。

千利休が
千利休がつくった
つくった

！！



高石神社

信太森神社 信太の森ふるさと館

和泉式部旧居跡

南
海
本
線

南
海
高
野
線

阪
和
線

湊

石津川

諏訪ノ森

浜寺公園

羽衣

伽羅橋

高石

北助松

富木

鳳

津久野

上野芝

百舌鳥

三国ヶ丘
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「
国
学
」も
、泉
州
な
く
し
て
誕
生
な
し

歌
枕
の
地
に
武
家
社
会
の
文
芸
サ
ロ
ン
。そ
し
て
…

戦
国
～
江
戸
期
を
彩
る

堺
・
和
泉
の
文
芸
サ
ロ
ン

　

中
世
に
興
隆
し
た
連
歌
が
雅
を
重
ん
じ
、

古
典
の
教
養
を
も
つ
公
家
や
武
士
に
よ
っ

て
京
都
を
中
心
に
愛
好
さ
れ
た
の
に
対
し
、

戦
国
～
江
戸
期
は
、
俳
諧
が
文
芸
の
潮
流

と
な
っ
て
い
く
。

　

連
歌
か
ら
派
生
し
た
俳
諧
で
は
、
新
興

の
富
商
、
庄
屋
が
そ
の
主
役
に
躍
り
出
た
。

新
し
い
時
代
の
担
い
手
と
な
り
、
進
取
の

気
風
に
あ
ふ
れ
た
人
々
が
、
新
し
い
文
芸

を
切
り
開
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
有
力
な

拠
点
と
な
っ
た
の
が
、
泉
州
だ
っ
た
。

　

連
歌
か
ら
俳
諧
へ
と
つ
な
い
だ
の
は
堺

で
あ
る
。
中
世
以
来
の
繁
栄
を
謳
歌
し
た

堺
に
は
、
京
都
の
連
歌
を
代
表
す
る
連
歌

師
・
宗そ

う

祇ぎ

が
晩
年
に
逗
留
し
た
。
宗
祇
の

高
弟
の
肖

し
ょ
う

柏は
く

も
堺
に
移
り
、師
か
ら
授
か
っ

た
奥
義
を
門
人
に
伝
授
し
た
。
こ
れ
が
世

に
云
う
堺
伝
授
。
歌
学
の
歴
史
に
名
高
い

出
来
事
で
あ
る
。

　

や
が
て
堺
の
町
で
、
町
人
た
ち
の
豊
か

な
経
済
力
を
背
景
に
し
た
文
芸
サ
ロ
ン
が

育
ま
れ
た
。
交
流
は
泉
州
各
地
に
広
が
り
、

村
々
を
治
め
る
庄
屋
た
ち
も
輪
に
加
わ
っ

た
。
人
々
が
座
を
囲
み
、
句
を
つ
な
ぐ
楽

し
み
は
連
歌
か
ら
俳
諧
へ
と
変
貌
し
つ
つ
、

近
隣
の
町
と
村
に
、
大
小
の
サ
ロ
ン
を
生

み
出
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

戦
国
時
代
に
近
畿
の
雄
と
し
て
名
を
馳

せ
た
武
将
・
三
好
長
慶
が
、
堺
で
の
座
に

た
び
た
び
加
わ
り
、
句
を
残
し
て
い
る
こ

と
も
興
味
深
い
。
長
慶
が
堺
に
建
立
し
た

南
宗
寺
は
三
好
家
の
菩
提
寺
で
、
茶
人
の

武た
け

野の

紹じ
ょ
う

鴎お
う

、
千
利
休
が
修
行
し
、
堺
の
町

衆
文
化
と
も
ゆ
か
り
が
深
い
。
永
禄
5
年

（
１
５
６
２
）、
弟
の
三み

好よ
し

実じ
っ

休き
ゅ
うが

久
米
田

（
岸
和
田
市
）
で
戦
死
し
た
時
、
長
慶
は
飯

盛
山
城
（
大
東
市
）
で
連
歌
会
の
座
に
い
て
、

「
古
沼
の
浅
き
潟
よ
り
野
と
な
り
て
」
の
句

を
残
し
て
静
か
に
出
陣
し
、
人
々
を
感
嘆

さ
せ
た
と
い
う
。

　

ち
な
み
に
同
時
代
に
生
ま
れ
た
文
化
の

代
表
格
と
い
え
ば
茶
の
湯
だ
ろ
う
。
茶
の

湯
は
、
堺
の
豪
商
で
も
あ
っ
た
武
野
紹
鷗

が
連
歌
の
「
冷
え
さ
び
る
・
枯
れ
る
」
境

地
か
ら
わ
び
茶
を
編
み
出
し
、
千
利
休
が

完
成
さ
せ
た
。
茶
の
湯
も
ま
た
、
人
々
が

座
を
囲
む
サ
ロ
ン
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
え

る
。
人
と
人
を
つ
な
ぐ
文
化
の
香
り
は
今

で
も
、
千
利
休
茶
の
湯
館
（
さ
か
い
利
晶

の
杜
）
で
、
映
像
や
展
示
な
ど
を
通
し
て
、

そ
の
一
端
に
触
れ
ら
れ
る
。

住吉祭礼図屏風
（堺市博物館蔵）

住吉大社の住吉祭で、神輿が堺の頓宮へ渡ってくる様子を描いた、
江戸時代初期の屏風。右隻に堺のまちの賑わいが描かれている。

国
学
誕
生
を
支
え
た

重
賢
と
契
沖
の
絆

　

江
戸
期
は
、和
泉（
現
在
の
和
泉
市
周
辺
）

も
俳
諧
で
活
気
を
み
せ
た
。
寛
文
年
間

（
１
６
６
１
～
１
６
７
３
）
に
は
、
泉
州
の

39
か
村
に
暮
ら
す
１
０
７
人
の
俳
人
の
句

が
選
集
に
載
り
、
そ
の
う
ち
和
泉
で
は
15

か
村
44
人
の
俳
人
が
名
を
つ
ら
ね
、
大
勢

力
と
な
っ
て
い
た
。
堺
の
俳
壇
は
富
裕
な

町
人
層
が
中
心
だ
っ
た
が
、
和
泉
は
村
を

束
ね
る
庄
屋
層
が
主
体
。
江
戸
期
に
盛
ん

に
な
っ
た
出
版
が
、
町
と
村
の
文
化
を
育

ん
だ
の
で
あ
る
。

　

代
表
的
な
和
泉
の
俳
人
に
伏ふ

せ

屋や

重し
げ

賢た
か

が

い
る
。
そ
の
一
句
。「
舟
歌
や
声
を
帆
に
あ

げ
て
諷

う
た
い

初ぞ
め

」。
和
泉
は
海
岸
線
に
面
し
て
い

な
い
が
、
重
賢
は
多
く
の
村
々
を
統
べ
る

大
庄
屋
と
し
て
、
川
筋
の
問
屋
舟
の
賑
わ

い
、
近
隣
の
高
石
や
岸
和
田
の
港
の
出
船

入
船
の
風
景
を
知
っ
て
お
り
、
名
所
絵
な

ど
で
も
舟
と
い
う
題
材
に
触
れ
て
い
た
。

「
声
を
帆
に
あ
げ
て
」
が
の
び
の
び
と
し
た

表
現
で
、
俳
諧
な
ら
で
は
だ
。

　

若
年
よ
り
俳
諧
に
親
し
ん
だ
重
賢
は
、

明
暦
3
年
（
１
６
５
７
）、
京
都
俳
壇
の
中

心
だ
っ
た
貞て

い

門も
ん

（
松
永
貞
徳
を
指
導
者
と

す
る
、
江
戸
前
期
の
俳
諧
の
一
流
派
）
の

撰
集
『
沙
金
袋
』
に
、
自
作
の
句
が
入
集

す
る
。
以
来
、
堺
・
大
坂
で
編
ま
れ
た
数
々

の
撰
集
で
句
を
発
表
し
、
和
泉
を
代
表
す

る
作
者
と
な
っ
た
。

　

重
賢
は
ま
た
、
国
学
の
祖
と
し
て
名
高

い
契
沖
の
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
。
契
沖
は

武
門
に
生
れ
な
が
ら
出
家
し
、
高
野
山
で

の
修
業
、
大
坂
の
妙
法
寺
な
ど
で
の
住
職

を
経
て
古
典
の
研
究
を
志
し
た
人
物
。
代

表
作
は
現
在
も
万
葉
学
の
基
礎
資
料
と
さ

れ
る『
万ま

ん

葉よ
う

代だ
い

匠し
ょ
う

記き

』だ
。『
源
氏
物
語
』『
百

人
一
首
』
の
注
釈
に
も
新
境
地
を
切
り
開

き
、
国
学
の
礎
を
築
く
。
久
井
村
（
現
・

和
泉
市
久
井
町
）
の
辻
森
家
に
寛
文
９
年

（
１
６
６
９
）
よ
り
住
ま
い
、
延
宝
2
年

（
１
６
７
４
）
頃
、
重
賢
に
招
か
れ
て
万
町

村
（
現
・
和
泉
市
万
町
）
に
移
っ
て
い
る
。

約
９
年
間
に
わ
た
っ
て
、
契
沖
は
重
賢
の

蔵
書
を
ひ
も
解
き
、
学
究
を
深
め
、
執
筆

に
取
り
組
ん
だ
。
後
世
に
伝
え
残
る
契
沖

の
業
績
は
、
学
問
の
意
義
を
理
解
し
、
経

済
面
で
支
援
し
た
重
賢
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

　

重
賢
は
元
禄
6
年
（
１
６
９
３
）
に
死
去
。

契
沖
は
重
賢
が
念
願
と
し
た
『
泉
州
志
』

刊
行
に
助
力
し
、
恩
義
に
報
い
た
。
契
沖

を
創
始
者
と
す
る
国
学
は
、
賀
茂
真
淵
、

本
居
宣
長
ら
に
継
が
れ
て
完
成
、
平
田
篤

胤
を
経
て
幕
末
の
尊
王
攘
夷
思
想
の
形
成

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
国
学
誕
生

に
ま
つ
わ
る
契
沖
と
重
賢
の
出
会
い
は
、
激

動
の
幕
末
史
の
伏
線
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。

和泉式部旧居跡
和泉守・橘道貞の妻となり
一時期を和泉国で過ごした中
古三十六歌仙・女房三十六
歌仙の一人である和泉式部
の居宅跡（堺市西区）。

祐子内親王家紀伊の歌碑
祐子内親王の妻・祐子内親
王家紀伊が詠んだ百人一首
の歌碑が、高石神社内にあ
る。高さ２メートル、裏に
は天神の文字も見える。

堺
の
繁
栄
が
生
ん
だ“
う
ま
い
！
”

お茶文化
千利休が生まれ育ち、茶の湯を大成させた堺。
利休の「茶道」は、商人たちの喫茶文化があっ
たからこそ完成されたといえ、今も堺の町では、
その文化が受け継がれている。

芥子餅／けしもち

諸外国との国交が盛んだった堺の町で、「本家
小嶋」が創案した芥子餅。豊臣時代に入って
から、千利休が好んだことで広く賞賛を集め、
名菓として知られるようになった。

肉桂餅／にっきもち

堺が貿易港として栄えた戦国時代、輸入され
た肉桂を、食べやすくお餅に混ぜたのが肉桂
餅の始まりとされる。ほどよい甘さのこし餡、
あと味に残る肉桂のバランスが絶妙。

堺
生
ま
れ
の

堺
生
ま
れ
の

日
本
文
化

日
本
文
化

【堺市･和泉市文芸スポットMAP】
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泉
州
・
古
代
の

魅
力
再
発
見
！

世
界
文
化
遺
産
の
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
の
う
ち
の

世
界
最
大
級
の
墳
墓
で
あ
る
仁
徳
天
皇
陵
古
墳
、

池
上
曽
根
遺
跡
に
陶
邑
窯
跡
群
な
ど
。

泉
州
は
古
代
か
ら
、
人
々
の
営
み
が
あ
っ
た
。

池上曽根遺跡
南北 1.5km、東西 0.6km に
広がる、弥生時代中期頃に最
も栄えた大環濠集落。約 80
畳の広さを持つ大型建物や、
クスノキをくり抜いた直径 2m
の井戸などが発掘され、さま
ざまな遺構を復元した史跡公
園として公開されている。

さ
ま
ざ
ま
な
先
端
技
術
を

古
代
か
ら
誇
っ
た
泉
州
地
域

ら
し
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
。
海
に
面
し
背

後
に
山
を
抱
え
た
こ
の
地
勢
は
、
そ
ん
な

時
代
か
ら
、
実
に
住
み
や
す
い
地
域
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
後
の
縄
文
人
の
採
集

狩
猟
生
活
を
支
え
、
瀬
戸
内
に
面
し
た
海

上
交
通
の
拠
点
と
し
て
弥
生
人
や
古
墳
時

代
の
人
々
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
く
利
便

性
の
高
い
地
域
だ
っ
た
の
で
、
今
も
大
勢

の
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。

　

旧
石
器
時
代
か
ら
新
石
器
時
代

の
縄
文
時
代
を
経
て
弥
生
時
代
に

な
る
と
、
現
在
の
和
泉
市
と
泉
大

津
市
に
ま
た
が
っ
て
環
濠
集
落
が

営
ま
れ
た
。
全
国
有
数
の
弥
生
集

落
「
池
上
曽
根
遺
跡
」
で
あ
る
。

実
に
数
多
く
の
石
製
品
や
土
器
、

木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
遺
跡

に
隣
接
し
た
サ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
「
弥
生
文
化
博
物
館
」
の
展
示

は
一
見
の
価
値
が
あ
る
。
弥
生
人

の
生
活
や
文
化
が
よ
く
わ
か
る
の

で
、
歴
史
に
初
め
て
触
れ
る
小
学

生
の
学
習
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
、
そ
の

時
代
の
分
か
れ
目
は
徐
々
に
遡
り
、

研
究
の
進
展
で
稲
作
の
始
ま
り
に

つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
の
定
説
が
揺

ら
ぎ
始
め
て
い
る
。
し
か
し
弥
生

池上曽根史跡公園のインフォメーショ
ンセンター「池上曽根弥生情報館」。公
園案内のほか、弥生時代の情報も発信。

発掘された建物や井戸跡の周辺か
らは、たくさんの土器や埋納され
たたこつぼも見つかった。

大阪府立弥生文化博物館
和泉市と泉大津市の境にある、日本唯一の弥生時代の
専門博物館。「弥生時代の教科書」と呼ばれるほど、全
国の弥生時代を代表する資料が展示されている。池上
曽根遺跡に隣接しているため、サイトミュージアム（遺
跡博物館）としても機能している。

文
化
は
、
東
ア
ジ
ア
の
先
端
文
化
を
人
が

こ
の
国
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
、
合
理
的

な
稲
作
や
金
属
器
の
生
産
と
使
用
と
い
う

文
化
革
命
が
、
日
本
列
島
に
も
た
ら
さ
れ

た
時
代
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

　

現
在
の
大
阪
湾
岸
地
域
は
海
に
面
し
た

利
便
性
か
ら
大
規
模
な
工
業
地
帯
と
な
っ

て
い
る
が
、
瀬
戸
内
水
路
の
終
点
で
あ
り

始
点
で
も
あ
る
こ
の
地
域
は
、
古
代
か
ら

海
上
交
通
を
利
用
し
た
文
化
の
交
流
拠
点

で
も
あ
っ
た
。

　

古
代
の
堺
市
周
辺
は
金
属
器
製
造
の
テ

ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
（
高
度
な
知
識
や
技
術
を

持
っ
た
専
門
家
集
団
）
が
拠
点
を
置
い
た

と
思
わ
れ
、
そ
の
伝
統
は
鉄
砲
鍛
冶
、
刀

鍛
冶
と
い
う
履
歴
を
現
代
の
包
丁
製
造
・

自
転
車
製
造
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

金
属
生
産
だ
け
で
な
く
、
泉
州
地
域
は

土
器
の
大
生
産
地
域
で
も
あ
っ
た
。
古
墳

時
代
に
な
る
と
土
器
は
須
恵
器
に
進
化
す

る
が
、
そ
の
一
大
生
産
拠
点
は
や
は
り
泉

州
地
域
だ
っ
た
。「
泉
北
丘
陵
窯
跡
群
」、

す
な
わ
ち
「
陶す

え

邑む
ら

窯か
ま

跡あ
と

群ぐ
ん

」
で
あ
る
。
陶

邑
の
記
載
が
あ
る
『
日
本
書
紀
』
な
ど
に
も
、

「
土は

師じ

氏う
じ

」
ら
が
土
器
の
生
産
に
活
躍
し
た

こ
と
が
由
緒
と
と
も
に
詳
し
い
が
、
土
師

氏
は
古
墳
の
造
成
に
も
技
術
を
発
揮
し
た

氏
族
で
あ
る
。
陶
邑
窯
跡
群
で
は
な
ん
と
、

５
世
紀
か
ら
平
安
初
期
の
９
世
紀
ま
で
、

合
計
す
る
と
１
０
０
０
基
と
も
い
わ
れ
る

須
恵
器
生
産
の
窯
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
生
産
さ
れ
た
須
恵
器
は
畿
内
の
広

い
範
囲
に
運
ば
れ
て
使
わ
れ
て
い
た
。
考

古
学
的
に
は
窯
の
編
年
と
須
恵
器
の
編
年

が
、
そ
れ
が
発
見
さ
れ
た
古
墳
の
編
年
推

定
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
陶
邑
窯

跡
群
の
須
恵
器
は
、
考
古
学
的
に
も
大
変

重
要
だ
。
な
お
、
現
在
も
展
示
さ
れ
て
い

る
登
り
窯
跡
が
あ
る
の
で
、
是
非
実
際
に

見
て
い
た
だ
き
た
い
。

古
墳
時
代
か
ら
続
く

泉
州
北
部
地
域

　

こ
の
地
域
は
大
小
の
古
墳
が
豊
富
な
地

域
で
、高
石
市
に
は
「
富と

の

木き

車く
る
ま

塚づ
か

古こ

墳ふ
ん

」
や
、

帆
立
貝
式
の
「
大
園
古
墳
」
な
ど
、
い
ず

れ
も
古
墳
自
体
は
喪
失
し
て
い
る
が
、
説

明
板
が
あ
る
。

　

ま
た
、
和
泉
市
に
あ
る
４
世
紀
末
ご
ろ

の
築
造
と
推
定
さ
れ
る
前
方
後
円
墳
の「
和

泉
黄
金
塚
古
墳
」
か
ら
は
、
邪
馬
台
国
の

卑
弥
呼
の
時
代
を
示
す
景
初
三
年
銘
の

「
画が

文も
ん

帯た
い

四し

神し
ん

四し

獣じ
ゅ
う

鏡き
ょ
う」
や
巴
形
銅
器
の
付

い
た
革
製
盾
、
鉄
製
の
武
器
防
具
類
が
出

土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
王
墓
級
の

重
要
な
古
墳
だ
と
い
え
る
。

　

ほ
か
に
も
５
世
紀
中
ご
ろ
の
帆
立
貝
式

「
信
太
貝
吹
山
古
墳
」
や
、
信
太
山
丘
陵
西

に
あ
る
前
方
後
円
墳
の
「
丸ま

る

笠が
さ

山や
ま

古
墳
」、

や
は
り
５
世
紀
築
造
だ
と
推
定
さ
れ
る
大

阪
府
下
最
大
の
方
墳
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
い
る
「
鍋
塚
古
墳
」
な
ど
が
あ
る
。

　

律
令
時
代
の
和
泉
市
域
周
辺
は
古
代
の

泉
州
地
域
の
中
心
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
、

国
府
が
置
か
れ
国
分
寺
も
建
立
さ
れ
て
現

代
に
続
く
の
だ
か
ら
、
実
に
歴
史
の
古
い

土
地
柄
で
あ
る
。
そ
し
て
堺
市
に
は
巨
大

な
古
墳
が
集
合
し
て
い
る
。

和泉黄金塚古墳
4 世紀末頃に築かれた全
長 95 ｍの前方後円墳。
巨大な木棺を粘土で覆っ
た埋葬施設が３基並んで
見つかり、卑弥呼が魏に
使いを送った景初三年の
年号を持つ銅鏡や円筒埴
輪（写真右）などが出土。

陶邑窯跡群
泉北丘陵一帯に広がる、窯業のルーツとなる須恵器
( すえき ) を焼成した国内最古・最大級の窯跡群。古
墳時代から平安時代までの約 500 年間で 850 基以
上ともいわれる数の窯が築かれた。

土
器
か
ら
や
が
て
、金
属
へ
。

泉
州
の
技
術
力
は
古
代
か
ら
続
く

全国唯一
の

全国唯一
の

弥生文
化専門博

物館

弥生文
化専門博

物館

2585点の
須恵器が

2585点の
須恵器が

国の重要
文化財

国の重要
文化財

　

泉
州
地
域
の
９
市
４

町
は
い
ず
れ
も
、
古
代

か
ら
の
歴
史
が
豊
富
に

埋
蔵
さ
れ
伝
承
さ
れ
る

地
域
だ
が
、
そ
の
中
で

北
部
に
位
置
す
る
堺

市
・
高
石
市
・
和
泉
市

は
、
興
味
深
い
古
代
の

遺
跡
が
多
い
。

　

泉
州
地
域
に
は
、
旧

石
器
時
代
に
人
類
が
暮

1000 〜 1200 度で焼成されていた須恵器。年
代によって形やつくりに差があり、変遷を知るこ
とができるものとして学術的価値が極めて高い。

奥
深
い！！
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堺
市
の
世
界
遺
産

百
舌
鳥
古
墳
群　

　

堺
市
に
は
日
本
最
大
の
巨

大
古
墳
を
擁
す
る
百
舌
鳥
古

墳
群
が
あ
り
、
藤
井
寺
市
と

羽
曳
野
市
に
ま
た
が
る
古
市

古
墳
群
と
と
も
に
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

日
本
一
の
規
模
を
誇
る
の
が
、

仁
徳
天
皇
陵
古
墳
ま
た
の
名

を
大
仙
陵
古
墳
と
い
い
、
ほ

か
に
も
天
皇
陵
や
陵
墓
参
考
地
が
数
多
く

の
陪ば

い

冢ち
ょ
うと

と
も
に
こ
の
エ
リ
ア
に
造
営
さ

れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
は
た
し
て
宮
内
庁
が

指
定
し
て
い
る
天
皇
陵
が
、
本
当
に
そ
の

天
皇
の
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
っ
て
は
い

な
い
が
、
巨
大
な
古
墳
が
存
在
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
国
家
形
成
期
の
大
王
ク
ラ
ス

の
人
々
が
実
在
し
た
こ
と
も
ま
た
真
実
で

あ
る
。
ま
こ
と
に
古
代
に
対
す
る
ロ
マ
ン

の
溢
れ
る
地
域
で
も
あ
る
。

　

百
舌
鳥
古
墳
群
と
は
、
主
墳
と
陪
冢
で

構
成
さ
れ
た
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
集

合
体
で
あ
る
。
主
墳
は
も
っ
と
も
大
き
な

前
方
後
円
墳
で
、
そ
の
周
囲
に
い
く
つ
も

造
営
さ
れ
て
い
る
円
墳
・
方
墳
・
小
型
の

前
方
後
円
墳
が
陪
冢
と
呼
ば
れ
、
ひ
と
つ

の
集
団
を
形
成
し
て
い
る
。
約
４
０
０
年

に
わ
た
る
古
墳
時
代
の
、
主
役
と
も
い
え

る
大
き
な
前
方
後
円
墳
は
そ
の
グ
ル
ー
プ

の
主
墳
で
、
そ
の
周
辺
に
寄
り
添
う
よ
う

に
造
営
さ
れ
て
い
る
同
時
代
の
古
墳
が
陪

冢
だ
。
墳
形
や
大
き
さ
に
よ
っ
て
そ
の
被

葬
者
の
出
自
や
位
を
表
現
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
研
究
す
る
と
、

そ
の
時
代
の
社
会
を
構
成
し
た
グ
ル
ー
プ

の
上
下
関
係
ま
で
判
明
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
い
う
墳
形
に
よ
る
一
種
の
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
が
認
め
ら
れ
る
の
も
、
わ
が

国
古
代
の
墳
墓
の
特
徴
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
面
白
い
の
は
、
ひ
と
ま
と
め
に

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
古
市
古
墳
群
と

の
関
係
で
あ
ろ
う
。
同
じ
大
阪
府
の
南
東

よ
り
に
あ
る
藤
井
寺
市
と
羽
曳
野
市
に
ま

古
墳
時
代
の
主
役
だ
っ
た

約
４
０
０
年
も
の
長
き
に
わ
た
り

た
が
る
古
市
古
墳
群
、
こ
こ
に
は
誉こ

ん

田だ

御ご

廟び
ょ
う

山や
ま

古
墳
、
別
名
を
「
応
神
天
皇
陵
古
墳
」

と
い
う
全
国
二
位
の
大
き
さ
を
誇
る
古
墳

が
あ
る
。
つ
ま
り
第
15
代
応
神
天
皇
陵
は

古
市
に
あ
り
、
そ
の
皇
子
で
あ
と
を
継
い

だ
第
16
代
仁
徳
天
皇
の
陵
墓
は
百
舌
鳥
に

あ
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
古
市
古
墳
群

と
百
舌
鳥
古
墳
群
は
順
序
良
く
交
互
に
造

営
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
古
代
の
王
墓
は
そ
の
王
の
拠
点

に
造
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
当
時
の

歴
代
大
王
の
拠
点
が
古
市
と
百
舌
鳥
に

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
も
、

未
解
明
な
大
和
王
権
確
立
当
時
の
権
力
情

勢
を
推
理
す
る
の
に
面
白
い
部
分
だ
ろ
う
。

そ
の
う
え
北
海
道
と
東
北
の
一
部
や
沖
縄

を
除
く
、
全
国
に
広
が
る
前
方
後
円
墳
と

い
う
独
特
な
墳
形
は
、
基
本
形
が
造
営
期

間
ず
っ
と
変
わ
ら
ず
定
型
化
さ
れ
て
い
る

理
由
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。

　

前
方
後
円
墳
が
最
も
巨
大
化
し
た
４
世

紀
か
ら
５
世
紀
の
大
王
墓
が
泉
州
地
域
に

数
多
く
造
営
さ
れ
た
理
由
は
、
活
発
に
交

流
す
る
海
上
交
通
路
に
そ
の
威
容
を
見
せ

つ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
て
も
い
る
。

古
墳
群
を
訪
れ
る
べ
き

大
き
な
理
由
と
は

　

４
世
紀
後
半
か
ら
５
世
紀
後
半
に
造
ら

れ
、
現
代
の
街
な
か
に
今
な
お
そ
の
姿
を

残
し
て
い
る
古
墳
群
を
、
さ
ら
な
る
未
来

に
伝
え
る
責
任
が
私
た
ち
に
は
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
泉
州
地
域
に

古
く
か
ら
伝
わ
る
和
泉
蜻
蛉
玉
な
ど
の
工

芸
技
術
を
伝
承
す
る
こ
と
も
大
切
だ
ろ
う
。

奈
良
時
代
半
ば
に
創
ら
れ
た
奈
良
市
の
正

倉
院
に
も
、
蜻
蛉
玉
は
宝
物
と
し
て
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
文
化

を
は
ぐ
く
ん
だ
歴
史
が
、
ど
ん
な
風
景
に

溶
け
込
ん
で
残
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
ぜ

ひ
現
地
を
訪
れ
て
感
じ
て
ほ
し
い
。

　

今
の
自
分
に
何
ら
か
の
か
か
わ
り
が
必

ず
あ
る
古
代
の
息
吹
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

泉
州
地
域
と
は
古
代
を
実
感
で
き
る
と
こ

ろ
で
も
あ
る
。

百舌鳥古墳群の魅力を
学べる、入門的な展示
が多くわかりやすい。
シアターでは、壁面や
床面に投影する超高精
細な映像が人気。百舌
鳥・古市古墳群や歴史
文化を体感できる。

和泉蜻蛉玉の歴史を受け継ぐ工房であ
る山月工房の和泉蜻蛉玉。堺タカシマ
ヤに山月工房の専門店がある。

和泉黄金塚古墳

仁徳天皇陵古墳
（大仙陵古墳）

百舌鳥古墳群
ビジターセンター

池上曽根弥生情報館

陶邑窯跡群

大阪府
弥生文化博物館

南
海
本
線

阪
和
線

池上曽根遺跡

南海高野線

百舌鳥古墳群
古墳時代の最盛期（4 世紀後半
から 5 世紀後半）にかけて築造
された、古代日本列島の王たち
の墓群。世界でも独特な鍵穴型
の前方後円墳が多数集まり、多
数の中小墳墓とともに密集を形
成する。古市の古墳群と合わせ、
百舌鳥 ･ 古市古墳群として世界
遺産に登録されている。

百舌鳥古墳群を代表する世界最大級の墳墓・
仁徳天皇陵古墳（写真上）。これら巨大前方
後円墳の周囲には、円墳（右上）や帆立貝
形墳（右）といった陪塚と呼ばれる中小の
古墳が築かれており、古墳文化の特徴を知
ることができる。

世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」を知る

百舌鳥古墳群ビジターセンター
仁徳天皇陵古墳（大仙陵古墳）拝所東側にあり、
世界遺産「百舌鳥・古市古墳群」の価値や魅
力を伝えるガイダンス機能などを備える施設。
8K 空撮映像で古墳群の雄大さを体感できるシ
アターのほか、古墳グッズも購入できる。レン
タサイクルの貸出しもある。

［住所］堺市堺区百舌鳥夕雲町 2-160
［電話］072-245-6682
［営業］9 時～ 18 時
［休日］年末年始
［料金］入館無料

ルーツは奈良時代！
伝統工芸・
和泉蜻蛉玉

神功皇后により 
泉州にもたらされた
　日本にガラスがもたらされたの
は弥生時代中期頃と考えられてい
る。弥生時代後期の遺跡からは、
南インドや東南アジアの特徴をも
つガラスビーズが見つかっており、
またこの時代の遺跡からはガラス
の勾玉用の鋳型が発見されている
ことから、2000 年ほど前には、国
内でガラスの加工が行われていた
ようだ。
　泉州地域では、神功皇后が高麗
よりガラス玉の技術者を連れ帰り、
和泉国でガラス玉の製作を始めさ
せたことが、現代につながる蜻蛉
玉のはじまりといわれる。
　蜻蛉玉とは紐を通す穴があいた
ガラス玉のことで、古代は権力の
象徴として、中世以降は主に装飾
品として使われてきた。

伝統を受け継ぐ工房が
泉州にはある

　江戸時代には「泉州玉」「さかと
んぼ」とも呼ばれ、泉州の蜻蛉玉
は全国的知名度を誇り、かんざし
や玉すだれなどの商品を送り出し
ていた。明治時代に入ると、製造
技術が確立。和泉市内ではガラス
業が盛んになる。しかし高度経済
成長期を過ぎたあたりから、安価
な輸入品に押され、ガラスの玉を
製造する業者が減り始める。現在
は山月工房が、伝統の和泉蜻蛉玉
を作り続けている。この和泉蜻蛉
玉は大阪府の伝統工芸品に指定さ
れている。

【堺市古代スポットMAP】

和泉蜻蛉玉は山月工房の登録商標です。



手ぶらで七輪をレンタルして新鮮な魚介類を買って海鮮バーベキュー！
土・日曜のみ営業する「とれとれ市」で食べて、買って大満足。

堺出
で

島
じ ま

漁港

南海湊駅から海の方角へ徒歩 10 分。
目の前に漁港が広がり、その先には静
かな大阪湾が見える。

湊駅

堺出島漁港
南
海
本
線

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

漁 港 へ 出 か けよう！ Vol.3
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大
阪
湾
の
旬
の
魚
を
直
売

鮮
魚
も
そ
の
場
で
楽
し
め
る

　

古
来
、
大
阪
湾
は
「
茅ち

渟ぬ

の
海
」
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
魚
介
類
が
豊
富
で
、
古

く
か
ら
外
国
船
が
出
入
り
す
る
港
・
開

港
場
と
し
て
栄
え
た
堺
出
島
漁
港
は
、

漁
業
の
根
拠
地
と
し
て
も
発
展
し
て
き

た
。
現
在
、
堺
出
島
漁
港
で
は
ア
ジ
、

イ
ワ
シ
、
イ
カ
ナ
ゴ
、
ス
ズ
キ
、
カ
レ
イ
、

タ
チ
ウ
オ
、
ア
ナ
ゴ
、
タ
コ
な
ど
内
湾

性
の
魚
介
類
を
対
象
と
す
る
典
型
的
な

沿
岸
漁
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
昭
和
33

年
（
１
９
５
８
）
以
降
の
堺
泉
北
臨
海

工
業
用
地
造
成
や
関
西
国
際
空
港
の
開

港
に
よ
り
、
漁
場
は
大
幅
に
制
約
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
堺
出
島
漁
港
で
は
漁

獲
物
の
水
揚
げ
、
陸
揚
げ
作
業
施
設
を

整
備
し
、
平
成
7
年
（
１
９
９
５
）
か

ら
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
場
と
し
て
「
と

れ
と
れ
市
」
を
開
催
。
毎
週
土
曜
と
日

曜
の
10
時
か
ら
17
時
ま
で
、
地
元
の
漁

師
が
獲
れ
た
て
の
魚
介
類
を
販
売
。
さ

ら
に
、
マ
グ
ロ
カ
ツ
南
蛮
や
マ
グ
ロ
ユ
ッ

ケ
、天
ぷ
ら
、キ
ャ
ベ
ツ
焼
き
、ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
な
ど
を
味
わ
え
る
ほ
か
、
鮮
度
抜

群
の
海
鮮
や
干
物
、
肉
、
野
菜
な
ど
を

七
輪
で
焼
い
て
堪
能
す
る
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
も
楽
し
め
る
。
食
材
は
も
ち
ろ

ん
、
ド
リ
ン
ク
も
種
類
豊
富
に
販
売
し

て
い
る
の
で
、
手
ぶ
ら
で
訪
れ
て
も
大

丈
夫
。
3
月
に
「
ワ
ク
ワ
ク
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
」、
8
月
は
「
夏
休
み
！
ワ
ク
ワ
ク

海
験
」、
10
月
に
は
「
堺
港
ま
つ
り
」
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
た
め
、

多
く
の
来
場
者
で
毎
週
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
。
食
べ
て
、
買
っ
て
、
大
満
足
の
お

得
市
を
満
喫
し
よ
う
。

週
末
限
定
開
催
の

〝
お
い
し
い
〟市
へ

北
海
道
か
ら
運
ぶ

天
然
昆
布

天
然
香
料
の

「
香
り
の
芸
術
品
」

江戸時代の中頃に、大阪、堺ま
での航路が開かれ、堺港に大量
の昆布が陸揚げされるように。
そこから堺の昆布加工業は本格
的に発達した。現在は「おぼろ」
と「とろろ」の加工が中心で、
おぼろ昆布は職人によって手作
りで加工されている。

16 世紀頃に中国から製法が伝わ
り、当時の堺は貿易港であり、
原料の香木が集まりやすかった
こと、京都、奈良についで寺院
が多いこともあって、堺でいち
早く製造されたと伝わる天然香
料の線香。大阪府の伝統工芸品
にも指定されている。

歴史が裏打ち。

堺の伝統の技
「ものの始まりなんでも堺」といわれるほど歴史や文化が多く育まれた堺。
堺打刃物や浪華本染め「注染」などの伝統的工芸品をはじめとした貴重な技術が、
職人たちによって現代まで連綿と受け継がれている。

打
刃
物

線
香

昆
布

注
染

600 年の歴史があり、中でも鋳
造 ･ 刃付け ･ 柄付けの分業制に
より職人が一本ずつ手作りで仕
上げる「堺打刃物」が有名。極
上の切れ味は、世界の料理人た
ちからも絶大な支持を集める。
国の伝統的工芸品にも指定され
ている。

浪華本染め「注染」は、明治時
代に大阪で生まれた染色技法で、
日本の染め物の歴史に新しい風
を吹き込んだ。おもに手ぬぐいや
浴衣に用いられ、職人が手作業
で表裏両面から染めるため、使
い込んでも色褪せにくい。国の
伝統的工芸品に指定されている。

バーベキューは食材の持ち込みが禁止のため、「とれとれ市」で購
入した食材や食材付きプランの利用を。旬の食材の海鮮丼や天ぷら、
生本鮪頭肉食べ尽くし丼などご飯物も充実している。

バーベキュー場には屋根が付
いているので、急に雨が降っ
てきても安心。マグロの尻尾
など漁港ならではの珍しい食
材に出会えることもある。

大阪でブランド化された泉州
アナゴや泉ダコをはじめ、漁
港に水揚げされたばかりの魚
介がずらり。バーベキュー用
の食材も購入可能。

旬 の 味 を い た だ こ う！

日
本
の
刃
物
の

六
大
産
地
の
ひ
と
つ

長
く
使
っ
て
も

色
褪
せ
な
い

新鮮魚
介が

新鮮魚
介が

いろいろ
！

いろいろ
！

その場でその場で

焼いて食
べよう

焼いて食
べよう

うまい
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泉州の北部に位置する3自治体、高石市・堺市・和泉市の国および
大阪府・市による、指定・登録等の文化財を一覧にしてご紹介します。泉州北部 3自治体  国・大阪府・市指定および　国登録文化財一覧

重  重要文化財／  記  記念物／ 有  有形文化財／ 民  民俗文化財／ 保  保存技術／ 美  重要美術品

※一般公開していない文化財も含む。訪れる際には事前に確認を。

【堺市】
指定等 区分 分野 名称 所有者（管理者）

 国 指定 重 建造物（建築物）大安寺本堂 大安寺

国 指定 重 建造物（建築物）海会寺本堂､庫裏及び門廊 海会寺

国 指定 重 建造物（建築物）山口家住宅 堺市

国 指定 重 建造物（建築物）南宗寺 仏殿・山門・唐門 南宗寺

国 指定 重 建造物（工作物）旧浄土寺 九重塔 堺市

国 指定 重 美工（絵画） 絹本著色 沢庵和尚像 祥雲寺

国 指定 重 美工（絵画） 絹本著色 釈迦二声聞像 祥雲寺

国 指定 重 美工（絵画） 紙本著色 大寺縁起 絵 土佐光起筆 附:筆者目録(1巻) 開口神社

国 指定 重 美工（絵画） 絹本著色 閻魔王図 長泉寺

国 指定 重 美工（絵画） 紙本金地著色紙本墨画 大安寺本堂障壁画 大安寺

国 指定 重 美工（彫刻） 木造 観音菩薩立像 堺市

国 指定 重 美工（工芸品）脇差 朱銘 長義 妙國寺

国 指定 重 美工（工芸品）短刀 銘 国光 附:鎺黒鮫柄及白鞘 妙國寺

国 指定 重 美工（工芸品）短刀 銘 吉光 開口神社

国 指定 重 美工（工芸品）漆塗太鼓形酒筒 堺市

国 指定 重 美工（書跡等）紙本墨書 伏見天皇宸翰御歌集 開口神社

国 指定 重 美工（考古） 大阪府陶邑窯跡群出土品 堺市

国 指定 重 美工（考古） 大阪府大野寺跡（土塔）出土品 堺市

国 指定 記 史跡 土佐十一烈士墓 堺市

国 指定 記 史跡 旧堺燈台 国､大阪府､堺市

国 指定 記 史跡 百舌鳥古墳群 宮内庁・大阪府・
堺市・個人

国 指定 記 名勝 南宗寺庭園 南宗寺

国 指定 記 天然記念物 妙国寺のソテツ 妙國寺

国 登録 有 建造物（建築物）浅香山病院 白塔・西病棟 浅香山病院

国 登録 有 建造物（建築物）大阪府立三国丘高等学校同窓会館（旧三丘会館） 大阪府

国 登録 有 建造物（建築物）堺市茶室 黄梅庵・伸庵 堺市

国 登録 有 建造物（建築物）旧丹治商会 社屋・門及び煉瓦塀 法人

国 登録 有 建造物（建築物）旧十八屋（櫻館）主屋 個人

国 登録 有 建造物
（建築物・工作物）

片桐棲龍堂 主屋・東ノ蔵・中ノ蔵・摩利支尊天
神社廟・西ノ蔵・洗い場・煉瓦塀 個人

国 登録 有 建造物
（建築物・工作物）清学院 不動堂・庫裏・門 堺市

国 登録 有 建造物（工作物）旧天王貯水池 堺市

国 認定 美 美工（絵画） 南蛮屏風 6曲１双 堺市

国 認定 美 美工（考古） 袈裟襷文銅鐸 浜寺昭和町出土 堺市

府 指定 有 建造物（建築物）菅原神社 楼門 菅原神社

府 指定 有 美工（絵画） 紙本著色 和泉長谷寺縁起 長谷寺

府 指定 有 美工（絵画） 絹本著色 阿弥陀三尊来迎図 専称寺

府 指定 有 美工（絵画） 紙本墨画 大寺縁起下絵 堺市

府 指定 有 美工（彫刻） 木造 梵天像 常安寺

府 指定 有 美工（彫刻） 木造 阿弥陀如来立像 常安寺

府 指定 有 美工（工芸品）慶長大火縄銃 堺市

府 指定 有 美工（書跡等）開口神社文書 開口神社

府 指定 記 史跡 堺県庁跡 本願寺堺別院

府 指定 記 名勝 祥雲寺庭園 祥雲寺

府 指定 記 天然記念物 方違神社のくろがねもち 堺市

府 規則指定 美 建造物（工作物）石造 板状五輪塔婆 堺市

府 規則指定 美 建造物（工作物）石造 板状塔婆 十輪院

府 規則指定 美 美工（彫刻） 石造地蔵菩薩立像 堺市

市 指定 有 建造物（建築物）井上関右衛門家住宅 
主屋・座敷棟・道具蔵・俵倉・附属棟 堺市

市 指定 有 建造物（建築物）本願寺堺別院本堂・山門・鐘楼・太鼓楼・経蔵・
御成門・手水舎・蓮如堂・蓮如堂拝殿 本願寺堺別院

市 指定 有 美工（絵画） 紺紙金銀泥 法華経宝塔曼荼羅図 妙法寺

市 指定 有 美工（絵画） 紙本金地著色 住吉祭礼図屏風 堺市

市 指定 有 美工（絵画） 親鸞聖人絵伝 真宗寺

市 指定 有 美工（絵画） 仏涅槃図 月蔵寺

市 指定 有 美工（彫刻） 木造 薬師如来坐像 開口神社

市 指定 有 美工（工芸品）銅造 梵鐘 本願寺堺別院

市 指定 有 美工（書跡等）牡丹花詩集 海会寺

市 指定 有 美工（書跡等）中村結鎮御頭次第 (奥野家所蔵本) 個人

市 指定 有 美工（書跡等）宝物集 巻第三 妙國寺

【高石市】
指定等 区分 分野 名称 所有者（管理者）

国 指定 重 工芸品 無銘 正宗（名物 伏見正宗）　附：腰刀拵 個人

国 登録 有 建造物 井上家住宅（主屋、長屋門、蔵、油屋、茶屋） 個人

国 登録 有 建造物 伽羅橋 高石市

府 指定 有 彫刻 専稱寺 木造阿弥陀如来坐像及び両脇侍像 専稱寺

【和泉市】
指定等 区分 分野 名称 所有者（管理者）

国 指定 有（国宝） 美工（工芸品）青磁鳳凰耳花生 和泉市

国 指定 有（国宝） 美工（書跡等）歌仙歌合 和泉市

国 指定 重 建造物（建築物）聖神社 本殿・末社三神社 本殿・末社滝神社 本殿 聖神社

国 指定 重 建造物（建築物）泉井上神社境内社和泉五社総社本殿 泉井上神社

国 指定 重 建造物（建築物）高橋家住宅 個人

国 指定 重 美工（絵画） 紙本著色 山王霊験記 和泉市

国 指定 重 美工（絵画） 紙本著色 駒競行幸絵詞 和泉市

国 指定 重 美工（絵画） 紙本墨画 枯木鳴鵙図 和泉市

国 指定 重 美工（絵画） 紙本墨画 布袋図 和泉市

国 指定 重 美工（絵画） 紙本著色 伊勢物語絵巻 和泉市

国 指定 重 美工（絵画） 紙本著色 十王経 和泉市

国 指定 重 美工（絵画） 絹本著色 鍾馗図 和泉市

国 指定 重 美工（絵画） 絹本著色 山崎架橋図 和泉市

国 指定 重 美工（絵画） 絹本墨画 達磨図 和泉市

国 指定 重 美工（絵画） 絹本著色 孔雀経曼荼羅図 松尾寺

国 指定 重 美工（絵画） 紙本金地著色 源氏物語図 和泉市

国 指定 重 美工（彫刻） 木造 胎蔵界八葉院曼荼羅刻出龕 和泉市

国 指定 重 美工（工芸品）牡丹蝶鳥鏡 和泉市

国 指定 重 美工（工芸品）菊花双鶴鏡 和泉市

国 指定 重 美工（工芸品）蓬莱山方鏡 和泉市

国 指定 重 美工（工芸品）唐津茶碗 和泉市

国 指定 重 美工（工芸品）黄瀬戸 立鼓花生 和泉市

国 指定 重 美工（工芸品）梅花桧垣群雀鏡 和泉市

国 指定 重 美工（工芸品）響銅水瓶 和泉市

国 指定 重 美工（工芸品）鵲尾形柄香炉 和泉市

国 指定 重 美工（書跡等）紙本墨書 槇尾山大縁起 施福寺

国 指定 重 美工（書跡等）紙本墨書 如意輪陀羅尼経 松尾寺

国 指定 重 美工（書跡等）紙本墨書 宝篋印陀羅尼経 松尾寺

府 指定 有 美工（考古） 下田遺跡出土銅鐸 大阪府

府 指定 有 美工（考古） 仏並遺跡出土土面他 大阪府

府 指定 有 美工（考古） 三田古墳出土三葉環頭大刀附 同古墳出土鉄剣 大阪府

府 指定 有 美工（考古） 陶邑窯跡群（TG231・232号窯）出土品 大阪府

府 指定 有 美工（歴史） 府立大阪博物場旧蔵古銭貨章牌類資料他 大阪府

府 指定 民 無形民俗 上神谷のこおどり 堺こおどり保存会

府 指定 記 史跡 高蔵寺73号窯､74号窯跡 堺市

府 指定 記 天然記念物 美多弥神社のしりぶかがし社叢 美多弥神社

府 規則指定 記 史跡 陶器山古代窯跡 個人

市 指定 有 建造物（建築物）高倉寺 金堂・御影堂・宝起菩薩堂 高倉寺

市 指定 有 美工（絵画） 絹本著色 阿弥陀三尊図 法道寺

市 指定 有 美工（絵画） 絹本著色 法起菩薩曼荼羅図 高倉寺

市 指定 有 美工（絵画） 紙本金地著色 源氏物語図 六曲屏風 小谷城郷土館

市 指定 有 美工（彫刻） 木造 金剛力士像 附;吽形像胎内納入墨書木札 法道寺

市 指定 有 美工（彫刻） 阿弥陀如来坐像 法道寺

市 指定 有 美工（彫刻） 真政圓忍律師坐像 放光寺

市 指定 有 美工（彫刻） 木造 千手観音立像 栂自治会

市 指定 有 美工（書跡等）紙本墨書 雑阿含経 巻第三十六 法道寺

市 指定 有 美工（考古） 衝角付冑型埴輪 堺市

市 指定 有 美工（考古） 陶器千塚29号墳出土遺物 堺市

市 指定 有 美工（考古） 堺環濠都市遺跡出土 銭貨鋳造資料 堺市

市 指定 有 美工（考古） 日置荘西町窯跡群出土 須恵器製作用具 堺市

市 指定 有 美工（考古） 堺環濠都市遺跡大坂夏の陣被災遺構出土
一括資料（SKT39地点出土品） 堺市

国 指定 重 建造物（建築物）髙林家住宅 主屋・表門・米蔵・西蔵 個人

国 選定 保 有形関係 規矩術（近世規矩） 青木弘治

国 登録 有 建造物（建築物）旧是枝近有邸 個人

国 登録 有 建造物（建築物）筒井家住宅 主屋・座敷棟・茶室・門長屋・土蔵・土塀 個人

市 指定 有 美工（彫刻） 木造 十一面観音立像 光明院

府 指定 記 天然記念物 百舌鳥のくす 個人

府 指定 記 天然記念物 百舌鳥八幡宮のくす 百舌鳥八幡宮

市 指定 有 建造物（建築物）愛染院本堂 愛染院

市 指定 有 美工（彫刻） 木造 観音菩薩立像 愛染院

国 指定 記 史跡 黒姫山古墳 国､堺市ほか

府 指定 記 史跡 丹比廃寺塔跡 国

市 指定 有 建造物（建築物）菅生神社 本殿 菅生神社

市 指定 有 建造物（建築物）法雲寺 山門・天王殿・大雄宝殿・開山堂・方丈・鎮守堂 法雲寺

市 指定 有 美工（彫刻） 木造 薬師如来坐像 平松寺

市 指定 有 美工（考古） 黒姫山古墳出土甲冑類 堺市

指定等 区分 分野 名称 所有者（管理者）

国 指定 重 美工（書跡等）紙本墨書 伏見天皇宸翰宝篋印陀羅尼経 和泉市

国 指定 重 美工（書跡等）紙本墨書 法華経 化城喩品 和泉市

国 指定 重 美工（書跡等）箔散料紙墨書 法華経 方便品 和泉市

国 指定 重 美工（書跡等）紙本墨書 一山一寧墨蹟 和泉市

国 指定 重 美工（書跡等）聖一国師墨蹟 法語 和泉市

国 指定 重 美工（書跡等）大覚禅師墨蹟 上堂語 和泉市

国 指定 重 美工（書跡等）大字法華経薬草喩品 和泉市

国 指定 重 美工（書跡等）熊野懐紙 和泉市

国 指定 重 美工（書跡等）貫之集下断簡 和泉市

国 指定 重 美工（書跡等）修善講式残簡 個人

国 指定 重 美工（考古） 画文帯神獣鏡 建武五年在銘 和泉市

国 指定 記 史跡 池上曽根遺跡 国､大阪府､和泉市､
泉大津市他

国 指定 記 史跡 和泉黄金塚古墳 和泉市他

国 登録 有 建造物（建築物）佐竹ガラス主屋他 個人

国 登録 有 建造物（建築物）和泉市久保惣記念美術館茶室 和泉市

国 登録 有 建造物（建築物）西教寺 本堂他 西教寺

国 登録 記 名勝 和泉市久保惣記念美術館茶室庭園 和泉市

国 認定 美 美工（工芸品）神輿 聖神社

府 指定 有 建造物（建築物）松尾寺 金堂 松尾寺

府 指定 有 建造物（建築物）聖神社末社平岡神社 本殿 聖神社

府 指定 有 建造物（工作物）伯太薬師寺堂 石造 五輪塔 町有志

府 指定 有 建造物（工作物）泉井上神社 石造 板状塔婆 泉井上神社

府 指定 有 美工（絵画） 施福寺 紙本著色 参詣曼荼羅図（甲本） 施福寺

府 指定 有 美工（彫刻） 不動明王及び二童子 施福寺

府 指定 有 美工（書跡等）松尾寺文書 松尾寺

府 指定 有 美工（書跡等）黒鳥村文書（四十四通） 和泉市

府 指定 有 美工（考古） 禅寂寺塔刹柱礎石 禅寂寺

府 指定 有 美工（考古） 池上曽根遺跡出土木器 大阪府

府 指定 記 史跡 契沖養寿庵跡 個人

府 指定 記 史跡 松尾寺境内 松尾寺

府 指定 記 史跡 和泉清水 泉井上神社

府 指定 記 史跡 丸笠山古墳 伯太神社

府 指定 記 史跡 狐塚古墳 和泉市

府 指定 記 天然記念物 蔭凉寺のぎんもくせい 蔭凉寺

府 指定 記 天然記念物 松尾寺のくす 松尾寺

府 指定 記 天然記念物 春日神社のまき 春日神社

府 指定 記 天然記念物 松尾寺のやまもも 松尾寺

府 指定 記 天然記念物 西教寺のいぶき（びゃくしん） 西教寺

府 指定 記 天然記念物 若樫のサクラ 個人

市 指定 有 建造物（建築物）郷荘神社本殿 附：天正七年上葺棟札 郷荘神社

市 指定 有 美工（絵画） 役行者像 松尾寺

市 指定 有 美工（絵画） 仏涅槃図 養福寺

市 指定 有 美工（絵画） 真言八祖像 松尾寺

市 指定 有 美工（彫刻） 地蔵菩薩立像 施福寺

市 指定 有 美工（彫刻） 千手観音立像 施福寺

市 指定 有 美工（彫刻） 地蔵菩薩立像 施福寺

市 指定 有 美工（彫刻） 慈恵大師坐像 施福寺

市 指定 有 美工（彫刻） 聖徳太子立像 大泉寺

市 指定 有 美工（彫刻） 弥勒菩薩坐像 観福寺

市 指定 有 美工（彫刻） 大日如来坐像 施福寺

市 指定 有 美工（彫刻） 大日如来坐像 羅漢寺

市 指定 有 美工（彫刻） 千手観音立像 国分寺

市 指定 有 美工（彫刻） 銅造如来立像 天受院

市 指定 有 美工（工芸品）牡丹唐草文三足香炉 施福寺

市 指定 有 美工（工芸品）独鈷杵 松尾寺

市 指定 有 美工（工芸品）三鈷杵 松尾寺

市 指定 有 美工（工芸品）桐雪持ち笹文様唐織小袖 施福寺

市 指定 有 美工（書跡等）大般若経 森光寺

市 指定 有 美工（書跡等）大般若経 羅漢寺

市 指定 有 美工（考古） 槇尾山経塚出土品 和泉市

市 指定 有 美工（考古） 上町遺跡出土埴輪棺 和泉市

市 指定 有 美工（歴史） 和泉市旧町村役場公文書 和泉市

市 指定 有 美工（歴史） 目塚之碑 町会

市 指定 記 史跡 信太の森の鏡地 和泉市

市 指定 記 史跡 信太貝吹山古墳 和泉市

市 指定 記 史跡 惣ヶ池遺跡 和泉市

市 指定 記 史跡 目塚古墳 和泉市

市 指定 記 天然記念物 葛の葉稲荷のクス 信太森神社

指定等 区分 分野 名称 所有者（管理者）

市 指定 有 美工（書跡等）反故裏書(真宗寺本) 真宗寺

市 指定 有 美工（書跡等）山上宗二記 堺市

市 指定 有 美工（書跡等）己行記 妙國寺

市 指定 有 美工（書跡等）行功部分記 妙國寺

市 指定 有 美工（書跡等）芝辻理右衛門家文書 堺市

市 指定 民 無形民俗 住吉大社宿院頓宮の祓神事（荒和大祓神事） 住吉大社

市 指定 有 美工（歴史） 仁徳天皇大仙陵石郭之中ヨリ出シ甲冑之図 個人

市 指定 有 美工（歴史） 世界図・日本図屏風 個人

市 指定 有 美工（歴史） 元禄菱垣廻船模型 堺市

市 指定 有 美工（歴史） 擁護璽（安政地震記念碑） 堺市

市 指定 有 美工（歴史） 放鳥銃定限記碑 堺市

市 指定 民 無形民俗 住吉大社宿院頓宮の祓神事（荒和大祓神事） 住吉大社

市 指定 記 史跡 竜佐山古墳周濠 堺市

市 指定 記 史跡 永山古墳周濠 堺市

市 指定 記 史跡 孫太夫山古墳前方部および周濠 堺市

市 指定 記 名勝 片桐棲龍堂庭園 座敷庭（大仙栽） 坪庭・玄関前庭 個人

市 指定 記 名勝 妙國寺庭園 妙國寺

国 指定 記 史跡 土塔 大阪府、堺市

国 登録 有 建造物（建築物）兒山家住宅 主屋・座敷・離れ・取り合い・内蔵・
納屋・外蔵・門長屋・隠居所・土塀 個人

府 指定 民 無形民俗 堺の手織緞通 堺式手織緞通技術
保存協会

府 選択 民 無民（記録選択）堺の手織緞通 堺式手織緞通技術
保存協会

府 指定 記 史跡 御坊山古墳 堺市中区辻之

市 指定 有 美工（絵画） 絹本著色 行基菩薩十三歳像 華林寺

市 指定 有 美工（彫刻） 木造 不動明王立像 興源寺

市 指定 記 史跡 北村古塁（陶器城跡） 個人

国 登録 有 建造物（建築物）西井家住宅 主屋・内土蔵・門長屋 個人

府 指定 有 美工（彫刻） 木造 牛頭天王坐像 中仙寺

市 指定 有 美工（絵画） 光明本尊 報恩寺

国 指定 重 建造物（建築物）日部神社本殿 日部神社

国 指定 重 美工（絵画） 絹本著色 行基菩薩行状絵伝 家原寺

国 指定 重 美工（工芸品）石燈籠 日部神社

国 指定 重 美工（工芸品）太刀 銘眞利 法人

国 指定 記 史跡 四ツ池遺跡 国､堺市ほか

国 登録 有 建造物（建築物）近江岸家住宅 主屋・外塀 個人

国 登録 有 建造物（建築物）南海電気鉄道株式会社南海本線浜寺公園駅駅舎 南海電気鉄道（株）

国 登録 有 建造物（建築物）南海電気鉄道株式会社南海本線諏訪ノ森駅西駅舎 南海電気鉄道（株）

国 登録 有 建造物（建築物）小倉家住宅洋館・門 個人

国 登録 有 建造物（建築物・
工作物） 阪之上家住宅 洋館・離れ座敷・蔵・渡廊下・外塀 個人

府 指定 有 建造物（工作物）家原寺 石造 板碑 家原寺

府 指定 記 史跡 塔塚古墳 個人

府 指定 記 天然記念物 踞尾のそてつ 個人

府 指定 記 天然記念物 藤井邸のくろがねもち 個人

府 指定 記 天然記念物 藤井邸のかや 個人

府 規則指定 記 史跡 家原寺境内 家原寺

市 指定 有 建造物（建築物）石津太神社 北本殿 南本殿 拝殿 一の鳥居  二の鳥居 石津太神社

市 指定 有 建造物（建築物）日部神社神門 日部神社

市 指定 民 無形民俗 石津太神社のやっさいほっさい 石津太神社

国 指定 有（国宝）建造物（建築物）桜井神社 拝殿 櫻井神社

国 指定 重 建造物（建築物）法道寺 多宝塔・食堂 法道寺

国 指定 重 建造物（建築物）多治速比売神社 本殿 多治速比売神社

国 指定 重 美工（絵画） 絹本著色 十六羅漢像 法道寺

国 選択 民 無民（記録選択）上神谷のこおどり 堺こおどり保存会

国 登録 有 建造物（建築物）小谷城郷土館 主屋・門長屋・瓦・籾蔵・二番蔵・土蔵 小谷城郷土館

国 登録 有 建造物
（建築物・工作物）小谷家住宅 主屋・正門・南門・土塀 個人

国 認定 美 美工（書跡等）和漢朗詠抄上巻 金沢文庫本 個人

府 指定 有 美工（絵画） 絹本著色 星曼荼羅図 宝積院

府 指定 有 美工（彫刻） 木造 十一面観音立像 観音院

府 指定 有 美工（彫刻） 木造 阿弥陀如来坐像 観音院

府 指定 有 美工（彫刻） 木造 神像（男神像・菩薩形像・明王形像） 櫻井神社

府 指定 有 美工（工芸品）石造 燈籠 櫻井神社

府 指定 有 美工（工芸品）府立大阪博物場旧蔵美術工芸品 大阪府

府 指定 有 美工（考古） 銅印 印文 當氏之印 大阪府

府 指定 有 美工（考古） 普賢寺遺跡出土 金銅僧形坐像及び金銅密教法具 大阪府

府 指定 有 美工（考古） 池上曽根遺跡出土木器 大阪府

府 指定 有 美工（考古） 銅印 印文 辛丑之印 大阪府

府 指定 有 美工（考古） 箕面経塚出土品 大阪府

府 指定 有 美工（考古） 蔀屋北遺跡出土馬具他 大阪府

府 指定 有 美工（考古） 難波宮出土木簡他 大阪府

指定等 区分 分野 名称 所有者（管理者）
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